
東松島市ＤＸ推進計画基本方針 
計画期間 令和5年度～令和7年度 

 

人口減少や少子高齢化、自然災害、突発的な感染症など社会課題は複雑化し、また、市民ニーズは多

様化、複雑化しています。このような社会課題の解決や市民ニーズに対応するため、行政は、デジタル

技術（Ｄ）も活用し、業務内容やプロセスを抜本的に見直す変革（Ｘ）が必要です。 
本市では「東松島市第２次総合計画後期基本計画」のまちづくり将来像である「住み続けられ持続・

発展する東松島市」の実現を目指し、次のキャッチフレーズをもとに市民が幸せに暮らし続けられるま

ちの将来像をイメージしＤＸを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＸでめざす将来像のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市役所 

安心で快適な

まちにする 

お客様 
（市民、 
市外居住者、 
事業者etc） 

 

住みたい、住み続

けたいと思うまち

にする 

魅力あふれる

まちにする 

市民が健康で、子ど

もがイキイキと活動

するまちにする 

人が集うまち

にする 

「まるっとつながる ひがしまつしま」 

情報で“まるっとつながる”暮らしとまちの魅力 

対話で“まるっとつながる”お客様（市民、市外居住者、事業者etc）と市役所 

デジタルで“まるっとつながる”行政サービス 

変革で“まるっとつながる”みんなの笑顔  etc 

このまちに一生住

みたい 

市役所をもっと便

利にする 

情報 
対話 
デジタル 
変革etc 

このまちに移

住したい 

このまちを盛り上

げたい 

このまちで働

き続けたい 

このまちをもっと

もっと知りたい このまちは便

利！ 

ＤＸでめざす将来像のイメージを実現するため・・・ 

 

３つの取組方針 

 市民の利便性の向上や効率的な行政運営、さらに市民と市役所が対話でつながる取組みでＤＸを進め

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組体制 

 ＤＸを総合的かつ計画的に進めるため、市役所は全庁を挙げた体制で取組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

便利な行政サービス

の提供 
行政手続きのオンライ

ン化や窓口手数料等の

キャッシュレス化など 

快適に暮らせる 

まちづくり 
防災や健康、子育て、

まちの魅力の情報発

信など 

効率的で持続可能

な行政運営 
業務の最適化やデジ

タル人材育成・確保な

ど 

市長 ＤＸフェロー 

ＤＸ推進本部 

本部長：副市長 

副本部長：教育長 

ＤＸ推進アドバイザー：外部人材（予定） 

本部員：部長及び主要課長 

助言・支援 

助言 

承認 
提案 

ＤＸ推進員：主として各課（室）の課長補佐職 

デジタル推進課 

調整 

決定 
立案 

調整 


